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問題中に不明な点がある場合や、手元に資料がない場合は、各自判断して答え、その旨を記してください。 

 

1. 0x1010 番地に A、0x1011番地に Bが入っている。（A+B）AND (A<<1)を計算し、答を 0x1012

番地に格納する POCOのプログラムをアセンブリ言語で記述せよ。（ヒント LDHI命令を使う） 

2. 問題 1のプログラムの最初の 3行を機械語に変換せよ。 

3. stop入力を 1にすると、偶数の目で停止するイカサマサイコロを Verilog HDLで記述せよ。入力

は stopおよびクロック信号 clk、リセット信号 rst_n（0で cntが 1となるとし、出力は 3ビット

の目を表すカウンタ出力 cntとせよ。 

4. 0番地から 15番地までの 16個の符号付き数のうち、負の数がいくつあるかを数えて、答えを 0x10

番地に書き込むプログラムを書け。 

5. 除算サブルーチン divは、r4/r5 を計算し商を r2、余りを r3に格納する。この除算サブルーチン

を利用し、0番地から 15 番地までの 16 個のデータのうち 3の倍数がいくつあるかを数えて、そ

の答えを 0x10番地に書き込むプログラムを書け。 

6. 全ての命令を 2サイクルで実行する 2サイクル版 POCO2を目標周期 5nsec で論理合成したとこ

ろ、slack が 0.1nsec となった。一方、全ての命令を 3 サイクルで実行する POCO3 を目標周期

4nsecで論理合成したところ、slackが-0.1nsecとなった。どちらが、どれだけ高速かを求めよ。 

7. LDIL rd,#X命令は、イミーディエイト部分の 8ビット Xをレジスタ rdの下位 8ビットに書き込

むが、rdの上位 8ビットは元の値を維持する命令である。添付の POCOの Verilog記述をどのよ

うに変更すれば良いかを示せ。def.hには LDILが定義されているとする。 

8. 4Mワードの主記憶に対して 64Kワードのキャッシュを設ける。ブロックサイズを 64ワードとし

た時、（１）ダイレクトマップキャッシュのディレクトリ構成、（２）4-wayセットアソシアティブ

キャッシュのディレクトリ構成をそれぞれ述べよ。 

9. TLB(Translation Lookaside Buffer)は、ダイレクトマップ方式や 2wayセットアソシアティブ方

式よりもフルアソシアティブ方式を用いることが多い。この理由を簡単に述べよ。 

10. あるプログラムについて並列化可能な部分 r については、強力なアクセラレータを用いると 100

倍高速化できる。プログラム全体の性能を 50倍高速化するには rが何％以上あれば良いか？ 

                                   以上 

 


